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1 ｢解答始め｣の合図があるまで問題を見てはならない。 
 
 

2 問題冊子のほかに解答紙１枚と下書き用紙１枚がある。 
 
 

3 解答は横書きとする。 
 
 

4 解答紙を提出すること。 
 
 

5 問題冊子と下書き用紙は持ち帰ること。 
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【問題】 

 右のページに掲げたのは、「１５項目の社会情動的スキル」と「３つの教科（国語／数学・算数／美術）の

学力・成績」との関連についての国際調査結果である。この調査結果を見て、次の２点について、あわせて

８００字以内で論じなさい。調査結果の読解にあたっては、下記の＜グラフの見方＞を参考にしなさい。 

（１）１５歳児調査と１０歳児調査のあいだで結果に顕著な違い（差）がある項目がいくつかある。その中から、

あなたが注目した項目を一個ないしは複数、挙げなさい。 

（２）上記（１）で挙げた項目について、このような調査結果になった背景要因として想定されること、および、

今後この結果を学校教育において活かしていくための方法について、あなたなりに分析・考察したことを

述べなさい。 

 

＜グラフの見方＞ 

（ａ）右ページの２つのグラフは、世界８都市（日本は含まれない）において「１５歳児」と「１０歳児」を対象に

実施された、「社会情動的スキルと３教科（国語／数学・算数／美術）の学力・成績との関連」についての

国際調査結果である。調査は２０１９年に実施された。なお、各都市間の偏差を調整するため、標準化と

いう統計上の処理を施したうえで、８つの都市すべての結果が一つのグラフに集約されている。 

（ｂ）１５項目の社会情動的スキルのそれぞれの棒グラフは、左から「国語」「数学・算数」「美術」の成績係数

を示しており、この成績係数（棒グラフ）がプラスである場合、その社会情動的スキルとその教科の成績

のあいだに正比例の関係（そのスキルが高いほど、その教科の成績も良い）があることを意味する。逆に、

成績係数（棒グラフ）がマイナスである場合には、その社会情動的スキルとその教科の成績のあいだに

反比例の関係（そのスキルが高いほど、逆にその教科の成績は悪い）があることを意味する。 

（ｃ）１５項目の社会情動的スキルのそれぞれの内容については、３ページ目の一覧表を参照のこと。 

 

【引用文献】 

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）『社会情動的スキルの国際比較──教科の学びを超える力〈第１回ＯＥＣＤ

社会情動的スキル調査（ＳＳＥＳ）報告書〉』（矢倉美登里・松尾恵子訳、明石書店、２０２２年） 

＊１：右ページのグラフは本書８４－８５ページより、社会情動的スキルの一覧表は本書４９ページより、それ

ぞれ転載。 

＊２：なお、出題の都合上、転載時に一部改変を加えた。 

＊３：本調査の対象となった世界８都市は以下の通りである。ボゴタ（コロンビア）、テグ（韓国）、ヘルシンキ

（フィンランド）、ヒューストン（アメリカ）、イスタンブール（トルコ）、マニサレス（コロンビア）、モスクワ（ロシ

ア）、蘇州（中国）。 
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１５歳児 

 

１０歳児 

 

 （次の注記は両グラフに共通） 

注：社会情動的スキルの各項目における棒グラフは、左から、国語、数学・算数、美術を示す。 

なお、１５歳児の「協同」と、１０歳児の「信頼」については、それぞれ「美術」の成績係数が、限りなく

ゼロ（０．００）に近い。 



	 

	 3	 

 

 

 


	空白ページ
	空白ページ

